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成 果 の 概 要 
 

京都大学大学院薬学研究科 山下富義 
 

 薬剤学・薬物送達学は、患者に最良の薬物療法を提供するための薬物投与法を考究する実践

的な学問分野である。中でも、ドラッグデリバリーシステム（DDS）は、選択的かつ効率よく

薬物を作用点に到達させることで効果的な治療を達成しようとする薬物投与形態であり、現在

活発な研究が行われている。薬剤学・薬物送達学のさらなる発展には、これらの研究や開発の

歴史と潮流を世界規模で把握し、新しい研究の方向性を見出すること、特に次世代を担う若手

研究者の啓発と国際交流を推進することが重要である。こうした目的のもとで、International 
Symposium on Drug Delivery and Pharmaceutical Sciences: Beyond the History（薬物送

達・薬剤学国際シンポジウム：温故知新、歴史を越えて）が企画され、平成 29 年 3 月 9、10
日の 2 日間、京都リサーチパークで開催された。本シンポジウムには、11 か国から 247 名（国

内 208 名、海外 39 名）の参加があり、そのうちの 72 名（国内 62 名、海外 10 名）の学生参

加者があり、17 件の招待講演のほか、57 件の一般ポスター発表も集まった。 
Session 1（Perspectives of Drug Delivery and Pharmaceutical Sciences）では、香港中文

大学Vincent Lee教授がこれまでの薬科学研究のブレイクスルーとなった研究の歴史的紹介に

始まり、京都大学・橋田充教授、元アメリカ食品医薬品局・Vinod Shah 教授、長崎大学・佐々

木均教授が、それぞれ基礎研究、医薬品規制、医療の視点から DDS の歴史的な側面を講演さ

れた。 
Session 2（Biopharmaceutics and Pharmacokinetics）では、カンサス大学・Ronald 

Borchardt 教授は薬剤学研究における細胞培養技術の発展の歴史について、京都大学・山下富

義教授は薬物動態のコンピューター予測について、摂南大学・山下伸二教授は経口医薬品製剤

開発の今後について、京都薬科大学・栄田敏之教授は遺伝多型に基づく患者個別化医療につい

て講演を行い、生物薬剤学・薬物動態学分野における研究の変遷が紹介された。 
Session 3（Drug Delivery and Material Sciences）では、川崎市産業振興財団 iCONM・片

岡一則教授がナノメディシンの最先端技術について紹介した後、京都大学・高倉喜信教授がエ

キソソームと呼ばれる細胞由来輸送小胞、ネブラスカ大学・Ram Mahato 教授がブロック共

重合体ポリマー、京都大学・今堀博教授が光応答性ナノマテリアルを利用した、抗がん剤や核

酸医薬品等の薬物送達への応用について講演を行い、材料化学および生物薬剤学・薬物動態学

のそれぞれの立場からナノ材料がもたらすドラッグデリバリーの最新の技術について意見交

換がなされた。 
Session 4（Regenerative Medicine and Technology）では、京都大学・田畑泰彦教授は生

分解性ハイドゲルを用いた成長因子やケモカインのデリバリーシステムの基礎と臨床につい

て、東京女子医科大学の岡野光夫教授は温度感受性ポリマーを活用した細胞シート創製技術の

開発と臨床応用について、立命館大学・小西聡教授はマイクロ電気機械システム（MEMS）の

開発と応用について講演され、ボトムアップとトップダウンの材料工学・制御工学に基づく薬

物治療や再生医療・組織工学の最先端について議論がなされた。 
Session 5（Pharmaceutics, Drug Delivery, and Beyond）では、生物薬剤学・薬物動態学分



野を長年に渡り牽引してきた UCLA・Leslie Benet 教授と理化学研究所・杉山雄一教授による

講演があった。Benet 教授は生物薬剤学的薬物分類システムなど自身の歴史的研究を紹介する

ほか、従来動態解析の基本とされてきたクリアランス理論に一石を投じ、会場での議論を盛り

上げた。一方、杉山教授は、臨床情報の解析を通じて基礎研究の課題を発掘しメカニズム解明

を通じて臨床に還元する、リバーストランスレーショナルの重要性について事例を交えて説明

し、薬剤学研究の今後の一方向性を示された。 
ポスター発表セッションでは、医薬品化学、薬物分析、製剤評価、DDS 開発、薬物動態、

遺伝子治療、再生医療の多岐に渡って合計 57 演題が集まり、活気に満ちた熱い討論が行われ

た。また、その後の懇親会では、参加者の間での歓談・交流が弾み、和やかな時間を過ごすこ

とができた。 
全体は 1 日半の短いシンポジウムであったが、薬剤学・薬物送達学の様々な視点を包括する、

情報量の多い有益な会合となった。国内外の参加者から本シンポジウムの成果に対する称賛の

声も数多く聞かれ、高い評価が得られた。 
最後に本シンポジウムの趣旨をご理解いただき、助成いただきました京都大学教育研究振興

財団に厚く御礼申し上げます。 
 


